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【目的】 

内転型痙攣性発声障害（以下 AdSD）の手術治療には甲状披裂筋摘切除術（TAM）と甲状軟骨形

成術Ⅱ型（TPⅡ）があり、両者とも多数の施設で行われている。両術式の比較検討を行った

ため報告する。 

 

【方法】 

対象は 2008 年 3 月から 2012 年 11 月の期間に行った TAM30 例、TPⅡ35 例。術前後の音声を

術前と術 6 ヵ月後に「Voice Handicao Index 10 (VHI10)」と、「つまり」、「とぎれ」「ふるえ」、

「気息性」の聴覚的印象を評価した。 

 

【結果】 

両術式とも「VHI」、「つまり」、「とぎれ」、「ふるえ」において有意に改善させ「気息性」にお

いては有意に悪化した。特に「VHI」については TAM では 90%、TPII では 96%で 6 点以上の改

善が得られた。術前の各評価は両術式間に有意差はなかった。術後の各評価を両術式の間で

比較すると TAM の方が「つまり」「とぎれ」「ふるえ」を有意に改善させたが「気息性」を有

意に悪化させた。「VHI」では有意差は無かった。術前の評価を横軸に、術後の評価を縦軸と

した各評価の散布図とその回帰直線から TAM は TPII より重症例に効果的であることが分かっ

た。 

 

【考察】 

TPⅡと比較すると、TAM は「つまり」、「とぎれ」、「ふるえ」を改善させる傾向が見られた。一

方で、術後に「気息性」が悪化する傾向が見られた。術後の「VHI」は両術式間で有意差が無

く、良好な改善率であることから両術式とも有効な手術といえる。 
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